
コンプレッサの吐出温度を測
ると色々と管理ができます

●圧縮効率の低下・摩耗の検知

●冷却系のトラブル（冷却不良）

●潤滑油（オイル）の劣化・不足

●吸気フィルタの詰まり

●ドライヤの除湿不良

吐出温度の管理

■吐出温度＋■負荷電流

■吐出温度＋■配管圧力

■吐出温度＋■機器振動

更に見守盤内の他のセンサ情報との同期計測管

理で多くのメンテナンス情報の取得ができます

吐出温度の管理でこのようなことが分かります

吐出温度

コンプレッサの専属医

コンプレッサの専属医 MS44C_04
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常時計測監視で発熱を見える化して、止まらない工場に

ナースシリーズマンガ
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長期の連続したトレンドグラフで異常の兆候を直ぐに把握できます
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更に吐出温度の変化と負荷電流の変化で設備の状態等が分かります
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